
：損害保険会社

：自動車関連業者

：自動車所有者

：比国・国内エリア

課題解決の筋書（ロジックモデル）
フィリピン国損害車の価値最大化を通じた循環型ビジネス構築にかかるニーズ確認調査 （株式会社 タウ）

活動 結果
成果

初期（～3年） 中期（～5年） 長期（～10年）

【ヒト】
損害車の
価値算出技術
修理技術

【モノ】
販売システム
修理工場
解体工場

【カネ】
設備設置投資
商材仕入資金
運転資金

資源

1

2

3

4

新車・新品部品製
造にかかるCO2排
出を抑制

中古車流通増加・
利用が普及

フィリピン全土で適
切な自動車解体を
行い環境汚染防止

自動車盗難・登録
詐称等の犯罪防止

市場で修理できる
車両が拡大

保険サービス向上

安心して購入できる
中古車増加

自動車業界の修理
期間短縮

安価で安心なな修
理が可能

適切な自動車登録
制度の導入

市場へ適切な技術
者を輩出

カートリアージを活
用し保険回収額が

増加

修理履歴や価格透
明性の高い修復車

を流通

部品流通量が増加
し部品納入期間を

短縮

非認証コピー品の
流通防止

自動車解体による
廃液・ガス回収を行
い環境汚染防止

損害車の価値を最
大化させる選択肢

を提供

適切な自動車解体
知識・技術を持った

方を育成

安価で安全な正規
中古部品の安定供

給

先進的な技術で自
動車解体を提供

自動車解体制度・
抹消手続の確立

先進的な技術で安
心な修理・整備を提

供

カートリアージの
選択肢構築

自動車解体工場設
置、日本式業務の

構築

LTO（陸運局）等へ
適切な解体・登録の

啓蒙活動

自動車修理・整備
工場設置、日本式
業務の構築

車両保険普及、加
入率上昇

自動車業界に適切
な解体知識を浸透

先進的な修理・整備
技術を持った方を育

成
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